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  Ⅰ 総論 ／第１章 計画策定の趣旨・概要 

1 

Ⅰ 総論  

第１章 計画策定の趣旨・概要 

１ 計画策定の背景及び趣旨 

わが国では、2019(令和元)年10月時点の推計人口において、65歳以上の人口は3,588万人

を超えており、国民の約４人に１人が高齢者となっています。高齢者数は2042(令和24)年

頃まで増加し、その後も、75歳以上の人口割合については増加し続けることが予想されて

います。 

国では、団塊の世代が75歳以上となる2025(令和７)年を見据えて、第６期介護保険事業

（支援）計画期間（2015(平成27)年度～2017(平成29)年度）及び第７期介護保険事業（支

援）計画期間（2018(平成30)年度～2020(令和２)年度）において、介護が必要な状態となっ

ても住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、医療・介護・介護予防・住まい及

び自立した日常生活の支援が包括的に確保される地域包括ケアシステムの段階的な構築に

取り組んできました。 

今後、2025(令和７)年の先の、団塊ジュニア世代が65歳以上となる2040(令和22)年には、

高齢人口がピークを迎えるとともに、介護ニーズの高い85歳以上人口の急速な増加、世帯

主が高齢者の単独世帯や夫婦のみの世帯の増加、認知症の人の増加も見込まれるなど介護

サービス需要がさらに増加、多様化していくことが想定されています。 

また、高齢者介護を支える人材の確保については、2025(令和７)年以降は現役世代（担

い手である生産年齢人口）の減少が顕著となり、2040(令和22)年に向けて、大きな課題と

なっています。 

このようなわが国の高齢者を取り巻く状況を踏まえ、今後、取組みを進めることが必要

となっています。 

大阪市においても、2025(令和７)年、更にはその先の2040(令和22)年を見据えて、介護

基盤の整備や地域包括ケアシステムを推進していく必要があります。 

このため、「大阪市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（2018(平成30)年度～2020(令

和２)年度）」（以下「第７期計画」という。）の取組みを承継しつつ、住み慣れた地域で生

活するすべての高齢者が、生きがいを持って安心して生活できる環境を実現するために「大

阪市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（2021(令和３)年度～2023(令和５)年度）」（以

下「本計画」という。）を策定し、総合的かつ効果的に高齢者施策を推進します。 
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２ 国や大阪市における取組みの経過 

 

（１）国における取組みの経過 

今後、都市部を中心に 75 歳以上の高齢者数が急増するとともに、ひとり暮らし高齢者や

夫婦のみの高齢者世帯が増加するなど、地域社会・家族関係が大きく変わっていく中で、

介護保険制度がめざす「高齢者の尊厳の保持」や「自立支援」をいかに実現していくかが

問われています。 

「できる限り住み慣れた地域で、最期まで尊厳をもって自分らしい生活を送りながら老

いていきたい」という多くの人々に共通する願いをかなえるためには、介護のサービス基

盤を整備するだけでは不十分であり、医療・介護・介護予防・住まい及び自立した日常生

活の支援が包括的に確保される「地域包括ケアシステム」の構築をめざした取組みが進め

られてきました。 

2005(平成17)年の介護保険制度の見直しでは、市町村単位でサービスの充実とコーディ

ネートが図られるよう、地域密着型サービスや地域包括支援センターが創設されるととも

に、自立支援の視点に立って、予防給付や地域支援事業が導入されるなど、地域包括ケア

システムの構築に向けた取組みが始まりました。 

また、2011(平成23)年の介護保険制度の見直しでは、地域包括ケアシステムに係る理念

規定が介護保険法に明記されるとともに、重度者を始めとした要介護高齢者の在宅生活を

支える仕組みとして、「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」、「看護小規模多機能型居宅介

護（複合型サービス）」といった新しいサービスが導入されました。あわせて、「高齢者の

居住の安定確保に関する法律」が改正され、在宅生活を継続するうえでの土台となる住ま

いを必要な社会資本として整備し、居住確保の取組みが進められてきました。 

さらに、今後の高齢化の進展やサービスのさらなる充実・機能強化を図っていく中で、

介護サービスの増加に伴って、65歳以上高齢者の介護保険料（第１号保険料）は、さらに

増加していくことが見込まれ、現役世代の介護保険料（第２号保険料）も同様に増えてい

くことが予想され、介護保険制度の持続可能性を高めていくことが強く求められています。 

2014(平成26)年の介護保険制度の見直しでは、高齢者が住み慣れた地域で生活を継続で

きるよう、医療、介護、介護予防、生活支援の充実を進める観点から、在宅医療・介護連

携の推進などの地域支援事業の充実とあわせ、予防給付の訪問介護、通所介護を地域支援

事業に移行し、市町村が地域特性に応じて多様化することとされました。また、特別養護

老人ホームについて、在宅での生活が困難な中重度の要介護者を支える機能に重点化が図

られました。  
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2017(平成29)年には、地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正

する法律により、地域包括ケアシステムの深化・推進及び介護保険制度の持続可能性の確

保のための高齢者の「自立支援」と要介護状態の「重度化防止」に向けた取組みの推進、

医療及び介護の連携の推進、地域共生社会の実現に向けた取組みの推進などの介護保険制

度の見直しが行われました。 

また、2019(令和元)年６月に、認知症の発症を遅らせ、認知症になっても希望をもって

日常生活を過ごせる社会をめざし、認知症の人や家族の視点を重視しながら、「共生」と「予

防」を両輪とする「認知症施策推進大綱」がとりまとめられ、認知症施策を推進していく

ことが示されました。 

今後、団塊の世代が75歳以上となる2025(令和７)年、さらには団塊ジュニア世代が65歳

以上となる2040(令和22)年を見据え、地域共生社会づくりや介護サービス需要の更なる増

加・多様化、現役世代（担い手）の減少への対応が重要となっています。 

このため、2020(令和２)年の介護保険制度の改正では、地域共生社会の実現と2040(令和

22)年への備えとして、「１．介護予防・地域づくりの推進／「共生」・「予防」を両輪とす

る認知症施策の総合的推進」、「２．地域包括ケアシステムの推進」、「３．介護現場の革新」

を３つの柱とする考え方が示されています。（図表１－１－１ 参照） 

この３つの柱については相互に重なり合い、また関わり合うものと位置づけられ、この

３つの柱を下支えする改革として、「保険者機能の強化」や「データ利活用のためのＩＣＴ

基盤整備」を行い、さらに、これら全体を支えるために制度の持続可能性確保のための見

直しを不断に実施していくことに取り組むことが必要です。（介護保険制度の改正における

考え方は、次頁「介護保険制度改正のポイント」を参照） 

 

図表１－１－１ 介護保険制度改革のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：厚生労働省    
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【改革のめざす方向性】 
・地域包括ケアシステム、介護保険制度を基盤とした地域共生社会づくり 
・介護サービス需要の更なる増加・多様化、現役世代（担い手）減少への対応 
 
【改革の３つの柱】 
１．介護予防・地域づくりの推進～健康寿命の延伸～ 

／「共生」・「予防」を両輪とする認知症施策の総合的推進 
・通いの場の拡充等による介護予防の推進 
・地域支援事業等を活用した地域づくりの推進 
・認知症施策推進大綱等を踏まえた認知症施策の総合的推進      等 

２．地域包括ケアシステムの推進 
～地域特性等に応じた介護基盤整備・質の高いケアマネジメント～ 

・地域特性に応じた介護サービス基盤整備 
・質の高いケアマネジメントに向けた環境整備 
・医療介護連携の推進       等 

３．介護現場の革新～人材確保・生産性の向上～ 
・新規人材の確保、離職防止等の総合的人材確保対策 
・高齢者の地域や介護現場での活躍促進 
・介護現場の業務改善、文書量削減、ロボット・ＩＣＴの活用の推進   等 
 
【３つの柱を下支えする改革】 
〇保険者機能の強化 
・保険者機能強化推進交付金の抜本的な強化 
・ＰＤＣＡプロセスの更なる推進 

〇データ利活用のためのＩＣＴ基盤整備 
・介護関連データの利活用に向けたシステム面・制度面での環境整備 

〇制度の持続可能性の確保のための見直し 
・介護保険料の伸びの抑制に向けて、給付と負担について不断の見直し 

介護保険制度改正のポイント 
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（２）大阪市の取組みの経過 

大阪市では、2015(平成27)年３月に策定した第６期計画を、2025(令和７)年に向けた中

長期的な「地域包括ケア計画」のスタートとして位置づけ、「高齢者の地域包括ケアの推進

体制の構築」、「認知症の人への支援と高齢者の権利擁護施策の推進」、「介護予防と市民に

よる自主的活動への支援」、「地域包括ケアに向けたサービスの充実」、「高齢者の多様な住

まい方の支援」といった取組みを重点的に進めてきました。 

2018(平成30)年３月に策定した第７期計画では、第６期計画の重点的な施策に引き続き

取り組み、高齢者の「自立支援」と要介護状態の「重度化防止」を図るとともに、介護保

険制度の持続可能性の確保や、地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた様々な取組み

を進めてきました。 

 
図表１－２－１ 高齢者に関連する計画の策定経過 

 
 

  

1990 1991 1992 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

H
2

H
3

H
4

H
6

H
7

H
8

H
9

H
10

H
11

H
12

H
13

H
14

H
15

H
16

H
17

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R
元

R
２

R
３

R
４

R
５

R
６

R
７

高齢者保健福祉推進十か年戦略（ゴールドプラン）

いきいきエイジングみおつくしプラン

高齢者保健福祉計画

改訂版

新・高齢者保健福祉推進十か年戦略（新ゴールドプラン）

ゴールドプラン21

高齢者保健福祉計画

介護保険事業計画　 (第1期)

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (第2期)

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (第3期)

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (第4期)

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (第5期)

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (第6期)

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (第7期)

（今回）高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 (第8期)

H
5

1993

中長期的な見通し
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３ 計画の位置づけ 

本計画は、第７期計画の取組みや方向性を承継し、団塊の世代が75歳以上となる2025(令

和７)年、更には、その先の団塊ジュニア世代が65歳以上となる2040(令和22)年を念頭に置

いて、高齢者人口や介護サービスに対するニーズを中長期的に見据えた取組みを推進して

いきます。 

そのうえで、目標年度となる2023(令和５)年の高齢者介護のあるべき姿を念頭に置きな

がら、高齢者及びその家族の実態と意向を反映するとともに、地域の実情を踏まえ、地域

にふさわしいサービス提供体制の実現をめざして策定しています。 

本計画は、老人福祉法第20条の８及び介護保険法第117条の規定に基づき、「高齢者保健

福祉計画」（法律上は「老人福祉計画」）と「介護保険事業計画」を一体のものとして策定

することで、介護保険及び福祉サービスを総合的に展開することをめざしています。 

（Ｐ7 図表１－３－１参照） 

本計画の策定にあたっては、高齢者に関わる様々な計画との整合性を持ったものとして

います。 

とりわけ、「大阪市地域福祉基本計画」は、高齢者、障がいのある人、子ども、生活困窮

者等の対象者ごとの福祉施策や、その他の生活関連分野の施策が連携しながら、市民の地

域生活を支援することで、だれもが自分らしく安心して暮らし続けられる地域づくりをめ

ざす計画です（Ｐ7 図表１－３－２参照）。「大阪市地域福祉基本計画」の理念をベースと

して、「地域共生社会」の実現に向けて、「大阪市障がい者支援計画・障がい福祉計画・障

がい児福祉計画」とも連携しながら、高齢者の地域生活を支援します。 

また、本計画は、医療ニーズと介護ニーズを併せ持つ高齢者を地域で支えるため、第７

次「大阪府保健医療計画（大阪市二次医療圏）（2018(平成30)年度～2023(令和５)年度）」

と整合性を確保し、医療と介護の連携強化のため必要な取組みを推進していくことが求め

られます。 

 

① 高齢者保健福祉計画 

高齢者等の健康づくり、生きがいづくり、ひとり暮らし高齢者の生活支援等を通して、

自立と社会参加を促す高齢者保健・福祉事業全般にわたる供給体制を確保し、総合的な

サービス水準の向上を図ります。 

 

② 介護保険事業計画 

地域の実情に応じた介護サービスや自立した生活を支援する事業の内容と量を的確に

把握し、介護等を必要とする人が尊厳を保持し、可能な限り自立した生活を営むことが

できるよう、利用者本位の介護サービスを総合的かつ効率的に提供する体制を整備し、
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介護保険事業の円滑な推進を図ります。 

 

図表１－３－１ 高齢者保健福祉計画と介護保険事業計画の関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図表１－３－２ 【参考】地域福祉基本計画から見た他の計画等の関係図 

大阪市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

保健・福祉施策及び介護保険事業、並びにそれ以外の高齢者に係る施策も包含した高齢者

施策の総合的な計画として策定。 

 

 

 

 

 

 
 ※高齢者に関わる様々な計画との整合性を図る。 

高齢者保健福祉計画 

高齢者保健・福祉事業全般にわたる 

供給体制を確保し、総合的なサービス 

水準の向上を図る。 

介護保険事業計画 

利用者本位の介護サービスを総合的かつ効率

的に提供する体制を整備し、介護保険事業の円滑

な推進を図る。 



8 

４ 計画の期間 

 

本計画では、第９期計画期間中にあたる2025(令和７)年、更にはその先の2040(令和22)

年を見据えて、介護サービス基盤の整備や地域包括ケアシステムを推進していくこととし

ます。 

そのうえで、2021(令和３)年度を始期とし 2023(令和５)年度を目標年度とする３か年計

画として策定しています。 

なお、高齢者の生活実態・意向や社会情勢の変化に対応するため、各期の計画は３か年

ごとに見直し、策定するものとしています。（図表１－４－１参照） 

図表１－４－１ 計画の期間 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

５ 策定体制 
 

大阪市では、高齢者施策に主体的に取り組み、その一層の推進を図るための全庁的な組

織として、福祉局長を委員長とする「大阪市高齢者施策連絡会議」を設置し、高齢者を支

援する施策を総合的かつ円滑に推進するための体制整備を図っています。 

本計画の策定にあたっては、高齢者とその家族等のニーズを的確に把握し、計画策定の

基礎資料とするため、2019(令和元)年度に「高齢者実態調査」及び「介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査」を実施したほか、地域ケア会議から見えてきた全市的な課題の把握に努

めてきました。 

また、国等の指針に基づき、「大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会」の委員の意

見などを踏まえながら検討を行うとともに、本計画の素案について、広く市民の意見を求

めるために、パブリックコメントを実施し、いただいた意見を適宜反映したうえで、計画

を策定しました。 

なお、計画の策定にあたっては関連する他の計画との整合性を図りつつ、大阪府等の関

連する機関とも連携を図っています。 
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第２章 第７期計画の進捗と評価・課題 

１ 介護保険事業に関する進捗状況等 

（１）サービス利用者の状況 

大阪市の介護サービス利用者数（図表２－１－１参照）については、全国（Ｐ10 図表２－

１－３参照）に比較して、居宅サービスにおける利用者の割合が高くなっています。また、

第１号被保険者に占める利用者数の割合は、全国を上回っています。 

図表２－１－１ サービス利用者数の推移（大阪市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※サービス利用月                             資料：介護保険事業状況報告 

 

大阪市における介護サービス利用者数の推移をみると、地域密着型サービスの2020(令和

２)年４月の利用者は前年より減少していますが、居宅サービスや施設サービスなど他のサー

ビスにおいて増加傾向にあります。（図表２－１－２参照） 

図表２－１－２ サービス利用者数、第１号被保険者に占める利用者割合（大阪市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
資料:大阪市福祉局 

予防 介護 計 予防 介護 計 予防 介護 計 予防 介護 計

19,623人 75,189人 94,812人 20,545人 77,959人 98,504人 22,240人 80,283人 102,523人 22,859人 81,114人 103,973人

（ 99.4%） （ 67.9%） （ 72.7%） （ 99.3%） （ 67.7%） （ 72.5%） （ 99.2%） （ 67.7%） （ 72.7%） （ 99.3%） （ 68.5%） （ 73.5%）

121人 17,679人 17,800人 152人 19,092人 19,244人 172人 19,885人 20,057人 165人 18,590人 18,755人

（ 0.6%） （ 16.0%） （ 13.6%） （ 0.7%） （ 16.6%） （ 14.2%） （ 0.8%） （ 16.8%） （ 14.2%） （ 0.7%） （ 15.7%） （ 13.3%）

0人 17,830人 17,830人 0人 18,046人 18,046人 0人 18,430人 18,430人 0人 18,671人 18,671人

（ 0.0%） （ 16.1%） （ 13.7%） （ 0.0%） （ 15.7%） （ 13.3%） （ 0.0%） （ 15.5%） （ 13.1%） （ 0.0%） （ 15.8%） （ 13.2%）

19,744人 110,698人 130,442人 20,697人 115,097人 135,794人 22,412人 118,598人 141,010人 23,024人 118,375人 141,399人

（ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%）

対前年度
同月伸び率

第１号被保険者に占める
利用者数の割合

大阪市
2017(平成29)年４月 2018(平成30)年４月 2019(平成31)年４月 2020(令和２)年４月

居宅サービス

地域密着型サービス

施設サービス

合　　　　計

-10.0% 3.8% 0.3%

第１号
被保険者数

680,434人 684,916人 686,986人 687,619人

4.1%

139,131人

18.8% 19.5% 20.2% 20.2%

うちサービス
利用者数

128,190人 133,479人 138,702人

17,800 19,244 20,057 18,755

17,830 18,046 18,430 18,671

94,812
98,504 102,523 103,973

130,442
135,794 141,010 141,399

18.8% 19.5% 20.2% 20.2%

-10.0%

4.1% 3.8%
0.3%

-20.0%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

2017(平成29)年４月 2018(平成30)年４月 2019(平成31)年４月 2020(令和２)年４月

（人）

地域密着型 施設 居宅 対第１号被保険者割合 対前年度同月伸び率

※サービス利用月 
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図表２－１－３ サービス利用者数の推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：介護保険事業状況報告 

※サービス利用月 

※数値は、千人未満を四捨五入しているため、計に一致しない。 

 

 
図表２－１－４ サービス利用者数、第１号被保険者に占める利用者割合（全国） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：介護保険事業状況報告 

※サービス利用月 

※数値は、千人未満を四捨五入しているため、計に一致しない。 

 
 
 
 

  

予防 介護 計 予防 介護 計 予防 介護 計 予防 介護 計

90.6万人 290.0万人 380.6万人 67.7万人 298.3万人 366.0万人 73.6万人 304.1万人 377.7万人 76.2万人 307.5万人 383.7万人

（ 98.7%） （ 62.7%） （ 68.7%） （ 98.1%） （ 62.9%） （ 67.4%） （ 98.1%） （ 62.8%） （ 67.5%） （ 98.3%） （ 63.3%） （ 68.1%）

1.2万人 79.7万人 80.9万人 1.3万人 82.8万人 84.1万人 1.4万人 85.6万人 87.0万人 1.3万人 83.1万人 84.4万人

（ 1.3%） （ 17.2%） （ 14.6%） （ 1.9%） （ 17.5%） （ 15.5%） （ 1.9%） （ 17.7%） （ 15.6%） （ 1.7%） （ 17.1%） （ 15.0%）

0.0万人 92.6万人 92.6万人 0.0万人 93.2万人 93.2万人 0.0万人 94.6万人 94.6万人 0.0万人 95.4万人 95.4万人

（ 0.0%） （ 20.0%） （ 16.7%） （ 0.0%） （ 19.7%） （ 17.2%） （ 0.0%） （ 19.5%） （ 16.9%） （ 0.0%） （ 19.6%） （ 16.9%）

91.8万人 462.3万人 554.1万人 69.0万人 474.3万人 543.3万人 75.0万人 484.3万人 559.3万人 77.5万人 486.0万人 563.5万人

（ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%）

対前年度
同月伸び率

第１号被保険者に占める
利用者数の割合

居宅サービス

全国
2017(平成29)年４月 2018(平成30)年４月 2019(平成31)年４月 2020(令和２)年４月

3,445.6万人 3,492.0万人 3,528.0万人 3,557.8万人

2.9% 0.8%

地域密着型サービス

施設サービス

合　　　　計

0.0% -1.9%

第１号
被保険者数

15.8% 15.3% 15.6% 15.6%

うちサービス
利用者数

543.2万人 532.9万人 549.1万人 553.4万人

80.9 84.1 87.0 84.4

92.6 93.2 94.6 95.4

380.6 366.0 377.7 383.7

554.1 543.3 559.3 563.5

15.8% 15.3% 15.6% 15.6%

0.0%
-1.9%

2.9%
0.8%

-20.0%

-15.0%

-10.0%

-5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

2017(平成29)年４月 2018(平成30)年４月 2019(平成31)年４月 2020(令和２)年４月

（万人）

地域密着型 施設 居宅 対第１号被保険者割合 対前年度同月伸び率
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（２）保険給付額の推移 

保険給付額の推移をみると、大阪市（図表２－１－５、２－１－６参照）、全国（Ｐ12 図

表２－１－７、２－１－８参照）ともにいずれのサービスも保険給付額が増加傾向となっ

ています。 

 
図表２－１－５ 保険給付額の推移（大阪市）            

単位:百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※サービス利用月                             資料：介護保険事業状況報告 

 

図表２－１－６ 保険給付額の推移（大阪市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：大阪市福祉局 

  

予防 介護 計 予防 介護 計 予防 介護 計

486 10,567 11,053 525 11,031 11,556 549 11,836 12,385

（97.6%） （59.5%） （60.6%） （97.6%） （59.7%） （60.8%） （97.7%） （60.3%） （61.4%）

12 2,302 2,314 13 2,443 2,456 13 2,456 2,469

（2.4%） （13.0%） （12.6%） （2.4%） （13.2%） （12.9%） （2.3%） （12.5%） （12.2%）

0 4,890 4,890 0 5,017 5,017 0 5,346 5,346

（0.0%） （27.5%） （26.8%） （0.0%） （27.1%） （26.4%） （0.0%） （27.2%） （26.5%）

498 17,759 18,256 538 18,491 19,029 562 19,638 20,200

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）

 6.2% 4.2%

地域密着型サービス

施設サービス

合　　　　計

対前年度
同月伸び率

 4.8%

大阪市
2018(平成30)年４月 2019(平成31)年４月 2020(令和２)年４月

居宅サービス

2,314 2,456 2,469 

4,890 5,017 5,346 

11,053 11,556 
12,385 

18,256 19,029 
20,200 

4.8%
4.2% 6.2%

-6.0%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2018(平成30)年４月 2019(平成31)年４月 2020(令和２)年４月

(百万円)

地域密着型 施設 居宅 対前年度同月伸び率

※サービス利用月 
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図表２－１－７ 保険給付額の推移（全国） 

単位:億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：介護保険事業状況報告 

※大阪市、全国とも各月はサービス利用月である。 

※数値は、千人未満を四捨五入しているため、計に一致しない。 

 

 

図表２－１－８ 保険給付額の推移（全国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：介護保険事業状況報告 

※大阪市、全国とも各月はサービス利用月である。 

※数値は、千人未満を四捨五入しているため、計に一致しない。 

 

  

予防 介護 計 予防 介護 計 予防 介護 計

174 3,477 3,651 192 3,620 3,812 194 3,623 3,817

（ 94.6%） （ 48.6%） （ 49.8%） （ 95.0%） （ 49.0%） （ 50.2%） （ 95.1%） （ 48.1%） （ 49.3%）

10 1,235 1,245 10 1,288 1,298 10 1,315 1,325

（ 5.4%） （ 17.3%） （ 17.0%） （ 5.0%） （ 17.4%） （ 17.1%） （ 4.9%） （ 17.4%） （ 17.1%）

0 2,436 2,436 0 2,484 2,484 0 2,598 2,598

（ 0.0%） （ 34.1%） （ 33.2%） （ 0.0%） （ 33.6%） （ 32.7%） （ 0.0%） （ 34.5%） （ 33.6%）

184 7,148 7,332 202 7,392 7,594 204 7,536 7,740

（ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%） （ 100.0%）

対前年度
同月伸び率

 1.9%

居宅サービス

地域密着型サービス

施設サービス

合　　　　計

 1.4%  3.6%

全国
2018(平成30)年４月 2019(平成31)年４月 2020(令和２)年４月

1,245 1,298 1,325 

2,436 2,484 2,598 

3,651 
3,812 3,817 

7,332 7,594 7,740 

1.4% 3.6% 1.9%

-6.0%

-4.0%

-2.0%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

2018(平成30)年４月 2019(平成31)年４月 2020(令和２)年４月

(億円)

地域密着型 施設 居宅 対前年度同月伸び率
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（３）サービス別保険給付の状況 

サービス種類別保険給付額の構成割合をみると、大阪市は全国に比べて、保険給付額に

占める訪問介護の割合が高くなっています。 

（図表２－１－９、Ｐ14 図表２－１－10、２－１－11 参照） 

 
①居宅サービス 

 
 

図表２－１－９ サービス種類別保険給付額の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：介護保険事業状況報告 

  

23.1%

0.5%

4.2%

0.6%

2.5%

6.9%

3.1%

2.0%

0.3%

0.0%

4.5%

0.1%

0.2%

6.3%

6.0%

9.1%

0.5%

3.0%

0.5%

1.2%

11.5%

4.2%

3.8%

0.4%

0.0%

3.4%

0.1%

0.4%

5.7%

5.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

短期入所療養介護

（介護老人保健施設）

短期入所療養介護

（介護療養型医療施設）

福祉用具貸与

福祉用具購入費

住宅改修費

特定施設入居者生活介護

介護予防支援・居宅介護支援

大阪市

2020(令和２)年４月

全国

2020(令和２)年４月
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②地域密着型サービス 
 

図表２－１－10 サービス種類別保険給付額の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：介護保険事業状況報告 

 

③施設サービス 
 

図表２－１－11 サービス種類別保険給付額の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：介護保険事業状況報告 

 

0.6%

0.0%

3.7%

0.6%

1.2%

5.4%

0.1%

0.5%

0.4%

0.6%

0.0%

3.6%

0.8%

2.6%

6.7%

0.2%

2.2%

0.4%

0% 5% 10% 15%

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

地域密着型通所介護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

地域密着型特定施設入居者

生活介護

地域密着型介護老人福祉施設

入所者生活介護

複合型サービス

大阪市

2020(令和２)年４月

全国

2020(令和２)年４月

16.3%

10.8%

0.4%

0.1%

19.5%

12.7%

0.9%

1.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護療養型医療施設

介護医療院

大阪市

2020(令和２)年４月

全国

2020(令和２)年４月
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（４）第７期介護保険事業計画の状況 

大阪市の第７期介護保険事業計画についての計画値及び実績値については、下表のとおり

となっています。居宅サービスでは計画値を上回り、施設・居住系サービスでは計画値を下

回っています。 

（図表２－１－12、２－１－13 参照） 

 
図表２－１－12 第１号被保険者数及び要介護（要支援）認定者数 

                                            単位:人 

     事業計画と実績 

     計画値 実績 実績割合 

 
第１号被保険者数 688,550 685,766 99.6% 

2018年度  前期高齢者 334,540 334,486 100.0% 

(Ｈ30年度)  後期高齢者 354,010 351,280 99.2% 

 認定者数 175,791 175,123 99.6% 

 
第１号被保険者数 693,968 686,964 99.0% 

2019年度  前期高齢者 328,883 327,615 99.6% 

(Ｒ元年度)  後期高齢者 365,085 359,349 98.4% 

 認定者数 180,875 176,597 97.6% 

 
第１号被保険者数 699,384 - - 

2020年度  前期高齢者 323,225 - - 

(Ｒ２年度)  後期高齢者 376,159 - - 

 認定者数 185,956 - - 

※年度実績は月平均。 
※認定者数には第２号被保険者を含む。 資料：大阪市福祉局 

 

図表２－１－13 介護保険給付【介護保険事業計画と実績】 
単位:千円 

    事業計画と実績 

    計画値 実績 実績割合 

2018(平成30)年度 給付費計 245,585,298 240,175,069 97.8% 

  居宅サービス 134,050,712 138,627,802 103.4% 

  施設・居住系サービス 95,870,343 87,278,220 91.0% 

  その他サービス 15,664,243 14,269,047 91.1% 

2019(令和元)年度 給付費計 258,688,523 250,454,987 96.8% 

  居宅サービス 140,596,710 144,158,374 102.5% 

  施設・居住系サービス 100,910,870 91,105,285 90.3% 

  その他サービス 17,180,943 15,191,328 88.4% 

2020(令和２)年度 給付費計 271,043,125 - - 

  居宅サービス 148,067,642 - - 

  施設・居住系サービス 104,310,231 - - 

  その他サービス 18,665,252 - - 

資料：大阪市福祉局 
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（大阪市の特徴－高齢化と給付費の分析） 
 75歳以上人口（後期高齢者）の割合は全国平均よりやや高い。 
 要支援２以下の軽度者率は全国平均より高い。 
 施設サービスに関する受給率は全国平均より低い。（大阪府平均並み） 
 居宅サービスの給付費割合は全国平均より高い。（大阪府平均並み） 

 
指標名 全国 大阪府 大阪市 

基本指標（高齢者数・認定者数） 2020(令和２)年３月末時点（概算値） 

 高齢者数（人） 35,544,861 2,380,465 687,673 

 65歳～74歳人数（人） 17,255,307 1,141,621 326,359 

 65歳～74歳割合（％） 48.5 48.0 47.5 

 75歳以上人数（人） 18,289,554 1,238,844 361,314 

 75歳以上割合（％） 51.5 52.0 52.5 

認定者数（人） 6,686,282 524,705 177,042 

 要支援１（人） 934,336 99,371 37,268 

 要支援２（人） 944,440 78,196 27,000 

 要介護１（人） 1,351,698 86,243 23,947 

 要介護２（人） 1,156,016 90,142 29,936 

 要介護３（人） 879,622 63,850 21,570 

 要介護４（人） 817,695 59,509 20,854 

 要介護５（人） 602,475 47,394 16,467 

認定率（％） 18.5 21.7 25.3 

 認定者割合（要支援者）（％） 28.1 33.8 36.3 

 認定者割合（要介護１・２）（％） 37.5 33.6 30.4 

 認定者割合（要介護３以上）（％） 34.4 32.5 33.3 

 65～74歳認定者の割合（％） 10.9 13.2 14.4 

 75歳以上認定者の割合（％） 87.2 85.1 84.0 

第６期保険基準月額（国・都道府県は平均額）（円） 5,869 6,636 7,927 

受給率（利用率） 2020(令和２)年２月サービス分    

 居宅サービス受給率（％） 67.8 73.7 72.7 

 地域密着型サービス受給率（％） 15.5 14.0 14.3 

 施設サービス受給率（％） 16.8 12.2 12.9 

給付費関係指標 2020(令和２)年２月サービス分    

給付費総額（千円） 761,924,087 56,260,345 19,262,867 

 給付費割合（居宅）（％） 50.1 61.3 61.0 

 給付費割合（地域密着）（％） 17.1 13.7 12.9 

 給付費割合（施設）（％） 32.8 25.0 26.2 

 給付費割合（要支援）（％） 2.8 3.0 3.0 

 給付費割合（要介護１・２）（％） 33.5 31.6 30.0 

 給付費割合（要介護３以上）（％） 63.7 65.4 67.0 

 給付費割合（訪問 計）（％） 13.9 27.2 29.8 

 給付費割合（通所 計）（％） 16.5 14.1 11.3 

 給付費割合（短期入所 計）（％） 4.6 3.2 2.6 

 給付費割合（福祉用具 計）（％） 4.0 5.1 5.1 

サービス水準・推計関係指標 
2020(令和２)年２月サービス分 

  

<サービス水準>    

 居宅受給者１人あたりの居宅給付費（千円） 99.0 109.6 113.3 

 地域密着型受給者１人あたりの地域密着型給付費（千円） 148.2 128.2 122.0 

 施設受給者１人あたりの施設給付費（千円） 262.1 270.6 273.5 

<推計関係指標>    

 高齢者１人あたり給付費（千円） 21.4 23.6 28.0 

 認定者１人あたり給付費（千円） 114.0 107.2 108.8 

 居宅サービス受給者１人あたり給付費（千円） 197.7 178.7 185.9 

 １人あたり給付費（要支援者）（千円） 11.4 9.6 9.0 

 １人あたり給付費（要介護１・２）（千円） 101.8 100.9 107.3 

 １人あたり給付費（要介護３以上）（千円） 211.0 215.4 219.1 

資料: 介護保険事業状況報告、大阪市福祉局 


